
４　当面の行政サービスと住民負担の方向

（１）行政サービスの今後の方向

(注)H16予算額には人件費、補助費、普通建設事業費は含みません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段 ● =現在 下段 ○=将来 (単位：千円）

住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

議会議員 議員の条例定数12人（法定上限数14人） 4,342 ● 議員4人削減

○

人口1万人以上2万人未満の法
定上限は22人で、議員1人当た
り人口は455～909人。十勝管
内町村の議員1人当たり人口は

○

※人件費 40,686
現状議員1人当たり人口約340
人を、約500人とすると8人。 △ 11,445

市町村交流 姉妹町村福野町との交流 1,020 ● ● 継続

　・小学生の自然体験交流 ○ ○ ○

友好都市川越市との交流 ● 交流組織の育成が課題

　・川越市少年の翼の受入れ ○ ○ ○

　・川越産業博覧会への参加

街路灯 防犯・街路灯の電気料 11,773 ● 街路灯の一部消灯 △ 1,500

・防犯灯・街路灯の管理（全額村負担） ○ ○

交通安全・防犯 交通安全、防犯対策 11,773 ● ● 継続

　・交通指導員10人、 ○ ○ ○

　・交通安全標識の設置

乳幼児医療費 乳幼児医療費扶助 7,638 ● 継続

　　対象：入院６歳未満 ○ ○

　　　　　通院５歳未満まで

　※村単独：３・４歳児の通院全額助成

中札内村診療所 中札内村診療所の管理 26,006 ● 継続

　医師２人 ○ ○

ごみ収集 燃やせるごみ：市街週２回　農村月２回 18,514 ● △ 1,087
燃やせないごみ：市街週１回　農村月２回 ○ ○ ○ ○ ○
資源ごみ：市街月１回　農村なし

生ごみ：市街週２回　農村なし

有害ごみ：市街週２回　農村月２回

大型ごみ：市街年３回　農村年２回

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ運営 水曜、土曜、日曜の週３回 9,131 ● 週２回に削減 △ 579

9:00～17:00（11月～2月　9:00～16:00） ○ ○

街頭放送設備６基 839 ●

屋内受信機全戸設置 ○ ○ ○

行政区活動 216 ● ●
行政区活動の拡充と、新たな
住民自治組織の設立・育成。

○

新春座談会、むらおこし懇談会の開催 ○ ○ ○

記録映像撮影 民間会社に委託 700 ● ○ △ 250

○
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記録映像撮影の業者委託を廃
止し、住民自治組織等に委
託。

増減額今　　後　　の　　方　　向

H16予算額項　　目 現　　　状

役　　割　　分　　担　（負担)

ゴミステーションにおける
「資源ごみ」の回収廃止

農村情報・防災
行政無線

災害時の情報伝達手段確保の
ため継続するが、コストを考
慮した新たな情報通信システ
ムを構築する。戸別の設備は
住民負担を原則とする。

コミュニティ活
動



住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

ふるさと会・地
域間交流

東京・札幌・帯広中札内会による交流事業 370 ● ● 交流事業は継続。

○ ○

社会福祉 ひばり荘の管理・運営 593 ● 継続

　・ポロシリ福祉会に委託 ○ ○

社会福祉法人支援

その他社会福祉事務

福祉年金 母子家庭 448 ● 廃止 △ 448

　　年額14,000円 ○

身障者（1級・2級） 1,680 ● 廃止 △ 1,680

　　年額14,000円 ○

福祉バス 福祉バスの運行 3,948 ● 継続

　車両は村有、運行管理は民間委託 ○ ○
　・定例運行：毎週火・金曜

　・福祉行事等の随時運行

敬老会 村主催で開催 1,456 ● 敬老会の地域開催 △ 1,056

○ ○ 地域敬老会に助成 ○

敬老年金 6,750 ● △ 3,750

○ ○

介護予防・生活
支援

生きがい活動支援通所事業 31,633 ● 継続

生活管理指導員派遣事業 ○ ○

生活管理指導短期宿泊事業

　・社会福祉協議会に委託
訪問サービス（乳酸菌飲料配布）

デイホーム運営事業

緊急通報システム事業

生活支援ハウス運営事業

移送サービス事業

在宅介護支援センター事業

除雪サービス 除雪サービス 567 ●
除雪サービスの廃止（地域の
助け合いで実施）

△ 567

○ ○

家族介護手当 寝たきり老人・痴呆性老人を介護する家族 240 ● 家族介護手当の廃止 ○ △ 240

　　月額10,000円

障害者福祉 ホームヘルプサービス事業 6,859 ● 継続

デイサービス事業 ○ ○

ショートステイ事業

南十勝ことばの教室等通所費助成事業

　　交通費の2分の1

日常生活用具給付費

補装具給付費

措置医療給付費

児童手当 児童手当の給付 16,960 ● 継続

○ ○

出産祝金 出産祝金の支給 500 ● 出産祝金廃止

　３人目から出産祝金を支給：100,000円 ○ △ 500

17

（車両更新時には小型化検
討）

80歳以上の村民：年額25,000円

項　　目 現　　　状 H16予算額

役　　割　　分　　担　（負担) 今　　後　　の　　方　　向 増減額



住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

放課後児童健全
育成

放課後児童クラブの運営 8,286 ● 継続。利用者負担を増額。

　・中札内、上札内の２か所 ○ ○

　・社会福祉協議会に委託

保健センター 約600 ● 一般入浴廃止 △ 600

一般入浴 　燃料費、水道・電気料削減 ○

中札内保育所 22,574 ● 継続 △ 243

○ ○

一時保育 一時保育事業 ● 継続

3歳未満200円/H ○ ○

3歳以上150円/H
年間延利用時間(H15)　2,030時間

上札内保育所 へき地保育事業（定員30人） 6,090 ● へき地保育所統合 △ 6,090 △ 5,170

※人件費 5,060 人件費 ○ △ 5,060

子育て支援センターの運営 1,890 ● 継続

　・子育て相談事業 ○ ○
　・育児サークルの支援

予防接種 各種予防接種の実施 4,450 ●

　・麻疹 ○ ○

　・ツベルクリン反応・BCG等

　・インフルエンザ

　　（事業期間H13～H17）

健診 各種健診の実施 12,520 ● 継続。受診者負担を増額。

・胃ガン､子宮ガン､乳ガン､大腸ガン､肺ガ
ン、住民健診、人間ドック、骨密度、ＨＣ
Ｖ、エキノコックス

○ ○

担い手育成対策 農業担い手育成センター 3,320 ● ● 結婚祝金の見直し △ 240

・担い手育成推進の設置 ＪＡ

・新規就農希望者等の相談 ○ ○ ○

・農業後継者育成対策
（農業後継者結婚祝金は担い手育成センター
補助金に含む）

　　祝金　　　　 30,000円 　　祝金         50,000円

　　記念品　　　 10,000円 　　記念品　　　　　　なし

　　媒酌人謝礼　300,000円 　　媒酌人謝礼　　50,000円

　　　　　　又は30,000円 　　         又は10,000円

牧場管理費 大規模草地育成牧場の管理 119,085 ● ● 継続。
　㈱中札内振興公社に管理委託 ＪＡ 委託先の検討。

○ ○ ○

商工業後継者 商工業後継者結婚祝金 410 ● 結婚祝金の見直し △ 250

対策 　　祝金　　　　 30,000円 ○ 　　祝金         50,000円 ○

　　記念品　　　 10,000円 ● 　　記念品　　　　　　なし

　　媒酌人謝礼　300,000円又 ○ 　　媒酌人謝礼　　50,000円 ○

　　　　　　又は30,000円 　　         又は10,000円

観光 観光振興の事務 10,997 ● ●

アグリパークの管理 観光協会

　（30,466㎡) ○ ○ ○

札内川園地 札内川園地の管理(119,086㎡) 5,453 ● 継続。飲食部門の見直し。

　　観光協会に管理委託 ○ ○
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増減額

一般入浴事業：休館日を除く毎日

子育て支援セン
ター

継続。インフルエンザは住民
負担を増額。

すべて受益者負担による運営
を基本とする。

観光協会の組織・機能の見直
し。

項　　目 現　　　状 H16予算額

役　　割　　分　　担　（負担) 今　　後　　の　　方　　向



住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

桜公園 桜公園の管理(13,979㎡） 1,093 ● 継続

　　社会福祉協議会に管理委託 ○ ○

花壇 公共施設花壇の管理 2,360 ●

　　社会福祉協議会に委託 ○ ○

公園管理 公園の管理 15,861 ● 公園管理全面委託 △ 3,202

　　中央公園(74,157㎡） ○ ○

　　自然の森(9,936㎡）

　　東公園(4,466㎡）

　　鉄道記念公園(15,677㎡）

　　ｺﾐｭﾆﾃｨ広場(20,257㎡）

道路管理 道路の維持管理 33,187 ●

○ ○ ○ ○ △ 1,040

（道路清掃は春・秋の２回。市街地と休暇
村、中島新橋。）
　・維持補修工事 号線案内標識削減 △ 2,541

　・村道号線案内標識設置
・可能なものは統合。ﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ・ｻｰｸﾙの協力。

除雪 道路・公共施設の除雪 42,905 ● 出動基準10cmを継続。

　・直営（民間機械借上げ含む） ○ ○

　・出動基準　10cm

河川管理 河川の維持管理 3,425 ● ● 愛護組合による維持管理 △ 245

愛護組合

○ ○ ○

農業委員 農業委員の定数 2,251 ● 農業委員２人削減 △ 826

　・選挙による委員定数 ○ ○

　　　＝条例11人

　・選任による委員定数

　　議会＝法定5人：現状2人

　　農協＝法定1人：現状1人

　　農業共済組合＝法定1人

　　　　　　　　　：現状1人

国際交流 米国ワシントン州エルマ中学校との交流 1,423 ● 継続

　・年１回、約２週間の期間で相互交流。 ○ ○
　（参加者負担：旅費の2分の1）

　・お互いホームステイ

語学指導 語学指導講師の配置 4,268 ● 継続

　　嘱託職員１人配置 ○ ○

スクールバスの運行 23,135 ● 登校時１便減（借上車） △ 1,219
　民間委託 ○ ○
　・村有車両　３台
　・借上車　２台

　　（内１台は登校のみ）
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スクールバス

　・道路管渠の清掃、環境整備、汚泥等の
処理

◎農家戸数の減少を考慮し委
員数を15人から13人に削減。
（地区割りは４地区から３地
区に再編）

十勝管内町村の委員1人当たり
平均農家数22人を当てはめる
と委員数9人。

市街地の道路清掃を地域で実
施

（苗の定植は、中央公園、鉄道記念公園、
道の駅を花づくりの会に委託し、その他の
施設は職員が行っている。）

村の特色である花いっぱいの
まちをアピールするため、継
続。花づくりについては、さ
らに住民、地域、事業所の参
加の拡大のため、普及・啓蒙
に努める。

項　　目 現　　　状 H16予算額

役　　割　　分　　担　（負担) 今　　後　　の　　方　　向 増減額



住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

社会教育指導員 社会教育指導員の配置 7,711 ● 公民館指導員廃止 △ 2,118

　　図書館司書　2人 ○ ○

　　公民館　1人

　　山岳センター　1人

体育施設 体育施設の管理 28,281 ● 上札内プール廃止 △ 2,171

　　ﾌｧﾐﾘｰｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ ○ ○

　　（体育館・分館1・2）

　　中札内プール

　　上札内プール

　　札内川総合運動公園

　　上札内ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場

　　　(108,892㎡)

学校開放事業

社会教育 ポロシリ大学 1,523 ● 継続

　・60歳以上の高齢者学級。月1回開校。 ○ ○ ○

村民かるてっく

　・各種講座の開催

　　（自主企画を含む）

　　（材料費は受講者負担）

ジュニアアウトドアスクール

山岳センター企画事業

　・室内企画展

　・野草を食べる会

　・登山技術研修

成人式 成人式の開催 ● 成人式の簡素化 △ 200

○ 食糧費削減 ○

文化 村民文芸誌の発行 1,097 ● 継続。 563

　「峰炎」の発行 ○ 文芸誌は有償配付。 ○
（H16から執筆者以外は希望者に有償配布
350部)

文化財の保護

スポーツ 各種スポーツ大会・講習会の開催 1,362 ●

○ ○

図書館振興費 図書館事業 6,222 ● 継続

　・図書の貸出 ○ ○ ○

　・映画上映会、

　・図書館フェアの開催

　・上札内巡回図書～月１回
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継続。年齢を考慮したスポー
ツ講習会の開催など、工夫す
る。

項　　目 現　　　状 H16予算額

役　　割　　分　　担　（負担) 今　　後　　の　　方　　向 増減額



住民
(個人)

地域
(団体)

民間
(法人)

村
(行政)
その他 方向性と課題 拡充 継続 統合 縮小 廃止 歳　出 歳　入

その他 学校給食

小学校
子どもたちの教育環境の観点
から統合を検討。

各種公共施設の管理

　直営又は委託による管理
直営又は指定管理者制度に
よる管理
※管理は指定管理者制度に移
行し、住民自治組織等による
管理に移行。
注：「指定管理者制度」

平成15年の地方自治法改正に
よって、従来の管理委託制度
に替わって、営利企業や社会
福祉法人、ＮＰＯ、法人格を
持たない団体に対しても、使
用の許可も含めて公の施設の
管理を行わせることができる
ようになった。

△ 48,904 △ 4,850
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給食センターの民間委託検
討。

項　　目 現　　　状 H16予算額

役　　割　　分　　担　（負担) 今　　後　　の　　方　　向 増減額


